
「赤心」
せ き し ん

校長室だより №１０ ２／１（月）

こ う ち よ う し つ

文責 田 中 敏 子

三学期が始まったと思っていたら、あっという間に、もう２月です。６年生の
さんがつ き はじ おも ま が つ ねんせい

教室には、 卒業式まで あと○○日 のカウントダウンの掲示が出ています。
きようしつ そつぎようしき にち けい じ で

１月は“いって”しまいました。 ２月も、ぼんやりしていると“にげて”いっ
． ．がつ が つ

てしまうかもしれません。気を引き締めて、やるべきことをやっていきたいと思
き ひ し おも

います。それが、一日一日を大切にすることにもなります。 安茂里小学校の玄関には、
いちにちいちにち たいせつ あ も り しようがつこう げんかん

節分・立春と、暦の上では春になりますが、 春が来ています！
せつぶん りつしゆん こよみ うえ はる はる き

まだまだ寒い日が続きそうです。
さむ ひ つづ

４年生の詩のように、子どもたちは道路が凍り手の感触がなくなるような
ねんせい し こ どう ろ こお て かんしよく

寒さの中を歩いて登下校しています。子どもたちにとって「今日の学校、よ
さむ なか ある とう げ こう こ き よ う がつこう

かった！」となるように、家と同じように温かな学校となるように努めます。
いえ おな あたた がつこう つと

“素敵な音楽会”
す て き お ん が く か い

１月２５日（月）に「素敵な音楽会」が安茂里小学校の体育館で開かれま
が つ にち げつ す てき おんがくかい あ も り しようがつこう たいいくかん ひら

した。プロの演奏家の本格的な演奏会に接する機会の少ない 私 たちにとって、
えんそう か ほんかくてき えんそうかい せつ き かい すく わたくし

大変貴重な機会となりました。
たいへん き ちよう き かい

演奏してくださったのはロイヤルチェンバーオーケストラから、
えんそう

トランペット（宮田康雄さん、金城和美さん）

トロンボーン（村田秀文さん）

ホルン（猪俣和也さん）

ピアノ（松野良子さん） でした。

子どもたちがよく知っているアニメソングの「崖の上の
こ し がけ うえ

ポニョ」や「ディズニーメロディー」等は、一年生もノリ
とう いちねんせい

“音楽会”
おんがくかい

ノリでした。また、子どもたちの質問にも親切に答えてく
こ しつもん しんせつ こた

（校長室のお花）
こうちようしつ はな

ださいました。

「楽器はどうやって作るんですか？」 「ホルンはどうして丸まっているんですか？」 一年生からも質問
がつ き つく まる いちねんせい しつもん

が出ていました。ピアノの松野さんから、ピアノの練習を一日に７～８時間もやったことがあると聞き、驚き
で まつ の れんしゆう いちにち じ かん き おどろ

の声が上がっていました。
こえ あ

安茂里幼稚園の年長さんや保護者の方、地域の方たちも一緒でしたが、音楽の中に入り込んでいました。
あ も り よう ち えん ねんちよう ほ ご しや ほう ち いき ほう いつしよ おんがく なか はい こ

清水美希先生の指揮で、「安茂里小学校校歌」と「ふるさと」を気持ちよく歌うことができました。
し みず み き せんせい し き あ も り しようがつこうこう か き も うた
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インフルエンザが流行っていたため、聴衆全員がマスク着用という不思議な（というよりも異様な）雰囲気
は や つ ちようしゆうぜんいん ちやくよう ふ し ぎ い よう ふん い き

な中でも素晴らしい音楽の世界をくださったメンバーの方々に感謝です。
なか す ば おんがく せ かい かたがた かんしや

高嶋ちさ子さんも出演される演奏会は、２月７日（日）にホクト文化ホールで開かれます。
たかしま こ しゆつえん えんそうかい が つ にち にち ぶん か ひら

引き継ぎ
ひ つ

本日、PTAの「２１年度専門部・支部引き継ぎ会」が行われます。
ほんじつ ねん ど せんもん ぶ し ぶ ひ つ かい おこな

児童会も１月２６日（木）６校時に、平成２２年度の児童会長を決めるため
じ どうかい が つ にち もく こう じ へいせい ねん ど じ どうかい き

の立ち会い演説会及び選挙が行われました。
た あ えんぜつかいおよ せんきよ おこな

来年度初めて児童会に参加する３年生から、今年度、学校を引っ張ってきて
らいねん ど はじ じ どうかい さん か ねんせい こんねん ど がつこう ひ ぱ

くれた６年生まで３～６年生が、候補者と推薦者の演説を真剣に聴き、投票
ねんせい ねんせい こう ほ しや すいせんしや えんぜつ しんけん き とうひよう

していました。

選挙結果は、今朝の放送で発表され 倉石佳樹 さんが児童会長に決定しました。今週 中に、児童会の最
せんきよけつ か け さ ほうそう はつぴよう くらいしよし き じ どうかい けつてい こんしゆうじゆう じ どうかい さい

終委員会が行われます。今年一年間の児童会活動を振り返り、来年度に引き継がれていきます。
しゆう い いんかい おこな こ としいちねんかん じ どうかいかつどう ふ かえ らいねん ど ひ つ

今年頑張った６年生、最後の締めくくりをしっかりと行うことを期待しています。
こ としがん ば ねんせい さい ご し おこな き たい

引き継ぐ５年生、候補者二人は自分から進んで立候補したと聞いています。学年全体で児童会を盛り立てて
ひ つ ねんせい こう ほ しやふた り じ ぶん すす りつこう ほ き がくねんぜんたい じ どうかい も た

ほしいと願っています。
ねが

二人の演説にあった「気持ちのよい挨拶あふれる学校」と「みんなと仲良くする・友達を大切にする学校」、
ふた り えんぜつ き も あいさつ がつこう なか よ ともだち たいせつ がつこう

そして「緑がいっぱいの学校」を、全校で進めていきましょう。
みどり がつこう ぜんこう すす

「～なりたい、だから…」の気持ち

「学級だより」等で、子どもたちの日記や作文を読ませてもらっていると、子どもたち自身が、努力す
がつきゆう とう こ につ き さくぶん よ こ じ しん ど りよく

れば達成できそうな目標を持って生活をすることは大切だと強く感じます。
たつせい もくひよう も せいかつ たいせつ つよ かん

（きっかけ等は大人が設定することがありますが）、その子自身が願う“身につけたい力”に向かって頑
とう お とな せつてい こ じ しん ねが み ちから む がん

張る姿を、どんなに小さなことであっても認めてやりたい。
ば すがた ちい みと

身近なところでは、例えば「縄跳び」。（３年生が頑張っているようで日記によく出てきます。）
み ぢか たと なわ と

連続して跳べる回数を増やしたい、だから、練習する。
れんぞく と かいすう ふ れんしゆう

二重跳びが出来るようになりたい、だから、練習する。
に じゆう と で き れんしゆう

一生懸命やっているときの子どもは、ただ同じことを繰り返しているのではないのです。
いつしようけんめい こ おな く かえ

「こうすればいいんじゃないか」「この動きはOKだから、あとはあそこをああやればいいんじゃないか」
うご

「難しいな、思うように動かない」「ああ、こうすればいいんだ」「コツがわかってきたぞ」 等、
むずか おも うご とう

いろんなことを思い、考え、工夫して練習をしています。そこが、とても大切だと思います。
おも かんが く ふう れんしゆう たいせつ おも

そして、目標が達成できたときの喜びは大きく、次に進むエネルギーになります。
もくひよう たつせい よろこ おお つぎ すす

そんな子どもたちの喜びを創造できる授業づくり、子どもたちとの人間関係づくりに、さらに努めて
こ よろこ そうぞう じゆぎよう こ にんげんかんけい つと

いきたいと思っています。
おも


